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(消防庁危険物規制課危険物判定指導官)

`よじめに

昨年から検討を行っていた 「ファイア
パーク」に関する基本構想が先日まとまり、去る5月

8日付

けで、都道府県の企画
・防災担当部長への予防課長内かんの形で送付された。

ファイアパークの構想は、「地方公共団体が、防災をテ
ーマとしたテ~マ パークを建設し、子供た

ちが遊びながら、防災に関する知識や技術を身に
つけることができないだろうかJと いう発想から、

団日本防火研究普及協会に設置された 「防災
パーク基本構想検討委員会 (委員長 ;安倍北夫聖学院大

学教授)」において検討されたものである。

本稿では、この 「フアイアパ
ーク」のねらいや基本的な考え方について解説する

こととしたい。

1 ファイアパーク構想の背景

新しい防災ノウハウが求められている

近年、大都市を中心 として、建物の大規模

化、複合化、高層化、深層化等の進展が著 し

く、超高層マンションの急増など、この傾向は

住宅にも及んでいる。

このような建物には、当然、火災等の災害に

対する建築構造上、消防設備上の様々な防災対

策力S施されているが、いざ災害が発生した場合

に、これらの防災対策がどのような働きをし、

そのような働きを前提として、どのような行動

をすると被害が最小限でとどまり、または自ら

の生命を助けることが出来るのか、などと
いう

ことについて知っている人は、
一部の防災関係

者を除き、ほとんどない。

また、職場や家庭の中に、暖房器具、所房器

具を初め様々な新しい製品が入り込んで来て
い

る。これらには、それぞれそれなりの防災対策

が施されており、従来の器具に比
べると安全性
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の点でも優れている場合が多いが、使用者がこ

れらの器具を安全に使用するノウハウを十分に

身につけているかどうか、 という点については

こころもとない面があるし、これらの製品等に

大量に用いられている化学製品が火災で燃焼し

た場合の煙や有毒ガスの恐ろしさや、それにど

う対応すればよいか、という点等についても、

十分に認識されているとは言い難い。

さらに、都市化が進み、交通、情報、物流等

のライフラインが急速に変化 してきている現

在、大地震はもちろん台風や津波などの災害に

おける市民生活への影響の仕方が従来とは大き

く異なって来ており、これらの災害に道遇した

場合の新たなノウハウが必要になってきている

といえるだろう。

新しい防災ノウハウを教えるシステムが必要である

一方、生活の利便性を支える社会的なシステ

ムの整備が著しく進み、日常生活の中で、これ

らのシステムに頼らない生活を経験をする機会

がきわめて少なくなっているため、災害はもち

ろん事故、道難等でこれらのシステムが頼りに

ならなくなった場合に、自力で脱出したり、救

助されるまでの間生き延びて、短期間であれば

最低限の生活を続けていくなどというノウ
ハウ

が急速に失われつつある。

このように、昔の人々が当時の社会システム

に応じてそれなりに持っていた 「いざという時

どうすればよいか」という基本的な知識や技能

が時代に合わなくなって新たなノウハウが必要

とされているのに完全には構築できないでお

り、
一方で核家族化の進展や地域社会の変貌に

伴い、その種のノウハウを次世代に伝えていく

伝統的なシステムも崩壊 しつつあるため、
一般

の人々がその種のノウハウに欠けた状態におか

れており、ある意味では災害に極めて脆弱な社

会を形成してしまっているといえるだろう。

このような状況を改善していくためには、こ

の種の新たなノウハウを構築し体系化すると共

に、一般の人々や子供たちに教えていかなくて

はならず、そのための努力も、現地消防機関等

により、火災予防運動、幼年
・少年消防クラ

ブ、婦人防火クラブ等の活動の中で行われて
一

定の成果を上げてきたが、社会の変化等に伴い

その効果等に一定の限界が見えてきており、現

代の社会情勢にマッチした新たな方法論を模索

していく時期にきているものと考えられる。

防災をテーマとしたテ
ーマパークを考える

この種のノウハウは、子供の頃から
一人ひと

りの体験を通して教えていくことが有効である

ことを考えると、その方法論として極めて有力

な手法の 1つが 「防災をテ
ーマとしたテーマパ

ーク (仮称 「ファイアパーク」)Jで ある。

近年におけるコンピュ
ータ関連技術や映像技

術の発達と、新しい娯楽を求めるニュ
ーフアミ

リーの台頭や余暇時間の増加等を背景として、

ディズニーランドを初めとするテ
ーマパークが

ブームを呼んでいるが、テ
ーマパークの重要な

要素であるスリル、サスペンス、アドベンチャ

ーなどの演出や場面設定には、「火災」、「大爆

発J、「大地震」、「洪水」、「遭難」等の災害やそ

こからの脱出というテーマは極めて有効である

し、テーマパークの手法の中には、映像技術を

駆使した凝似体験施設、周囲の雰囲気や行動内

容等を徹底的にテ
ーマに合わせて統

一して臨場

感を出す手法、現代の大人や子供の興味やニ
ー

ズを巧みに捉えるノウハウ等、防災教育にも活

用出来る技術や手法が数多くみられる。

このような特性を防災教育に生かしたテ
ーマ
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パークを造れば、小 ・中学校の遠足や幼年 ・少   被害を受けやすいなど、地域の特性によってい

年消防クラブ、婦人防火クラブ、地域の防災組   ろいろな 「いざという時」があるはずである。

織等の研修の場とするとともに、休日には家族   (2)ど うやって教えるか

連れが訪れて、現代社会で必要とされる 「いざ    
一般の人々や子供達に防災に関するノウハウ

という時どうするかJと いうノウハウを楽しみ   を 「テ
ーマパーク」という手法を使って教えて

ながら習得するようにすることが出来るのでは   いく場合には、

なかろうか。                     ・雰囲気、環境、場面設定等を徹底してリ

アルに造り上げる

本報告書は、以上のような背景と認識のもと     。映像、音響、照明、煙等を有効に使用す

に、「ファイアパーク」を防災教育に関する体      る

験学習施設として公的に建設し運営していく場     ・設定された場面の中で、実際に 「災害」

合の形態、内容、運営方法等について検討し、      等を体験し、判断し、行動してみること   し

その可能性とあり方について考察したものであ      ができるようにする

る。                         ・ビデオゃインストラクタ
ーにより、「災

害」等の体験前及び体験後に、それぞれ

2 ファイアパークの基本的なイメージ     のノウハウ等について教育、指導を十分

に行う

防災をテーマとしたテーマパーク (ファイア     ・年齢、体験回数等に応じてコ
ースやカリ

パーク)の 可能性とあり方を検討するに当たっ      キュラムを準備する

ては、まず最初に、その具体的なイメージを考     ・ゲーム的要素を加味する手法を
一部に取

える必要がある。                   り入れる

(1)何 を教えるか                  。1つのコ
ースを修了するとそれに応じた

ファイアパークで教えるべきことは 「いざと      ライセンスカードを発行する

いう時どうすべきか」を中心としたノウハウで   などといった、これまで様々なテ
ーマパークで

ある。                      開発されてきた手法を用いると効果的である。   し

「いざという時」の中には、          (3)フ ァイアパ
ークを構成する施設の例

・火災に遭遇した時              たとえば、「火災に遭遇した時どうすべきか」

・地震が発生した時             というテーマを体験学習する施設を具体的に考

。大地震により都市機能力S麻痺した時     えてみよう。

・事故により閉じ込められた地下街等から    ① まず 「修学旅行で高層ホテルに宿泊中に

脱出しなければならない時           火災が発生した」という状況を設定する。

・山で遭難した時               ② 体験施設に入室する前に、ビデオ映像や

。船が沈没した時                インス トラクタ
ーの説明により、「火災が

・事故で重症を負った人がいる時         発生 した時どのような現象がおこるか」、

などがあり、さらに、雪、雷、津波、台風等の     「それに対処するために、建物にどのよう
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なLr案に、消防設備上の対策が講じられて

いるか 、
~そ
れを理解した上でどのような

行動をとるとベターか」というノウハウを

あす)かしめ簡単に教えておく。

g  r供差を10人程度のグループに分けてそ

れぞれホテルの部屋を模した部屋に入れ

る

キ 筑 |デトを見て自動火災報知設備のベルを

=す,と、非常放送を行って避難を開始させ

こ 篤下や階段等の避難路は現実にありうる

範囲内で複雑なものにしておき、時間が経

つiI連れて煙、照明、映像、音響等によ

''、次第に避難が困難になっていくように

lti宅を設定する。

モ このような設定の 「迷路からの脱出ゲー

ど、 を行いつつ、一方で 「事前に避難路を

毒tめ ておくことの重要性」、「防火戸の役

母と'打火[I画の重要性」、「排煙設備の役割

=空 t 方ヽJ、「避難階段や特別避難階段の安

tす性_等 の防火対策についての知識や、
~年
に巻かれた場合の避難のしかた」等の

ノうハゥを身につけられるよう、設備を設

腎したリアクシデントを用意する。
~ 
年齢やレベルに応じて教える内容や設定

'k叱に難易を設ける。

s 逮難開始が遅れて部屋に籠城せざるを得

なくなった場合の対処の仕方を教えるコー

スも設ける。

S  ‐定時間 (3分 程度)内 に所定の安全ゾ

ーン (避難階段等)に 避難できなければ大

岸害を発生するブザーを各人に持たせて一

範のペナルティにするとか、避難に要した

時間を点数に換算して、他の施設での成績

とイ芋算し、グループ毎に競争させるなどと

いうゲーム的要素を盛り込むことも効果的

である。

① 体験後、ビデオ映像やインストラクター

の説明により、「火災に遭遇した時どうす

べきか」というノウハウを体験時の経験を

踏まえて、整理して教える。

以上のようなコース設定は1つの例であり、

同様の趣旨の施設でも、学習的要素を少なく

し、娯楽的要素を多くすることはもちろんbr能

である。

その他の屋内施設の例として、

●マンションを模したセットの中で一定時

間内に、あらかじめ設定してある火災発

生要因を捜させ、全部捜し出せない場合

はペナルティとして映像等により模擬火

災を発生させることにより出火防止の知

識を教える施設 (図1参照)

●マルチスクリーンに各種の火災を映し出

し、適切な消火器を用いて適切に操作で

きた場合に映像上の火災が消火されるよ

うにすることにより、消火技術を教える

施設

。子供達が遊んでいるときに1人の子供が

大けがをした場合を想定し、救急車の要

請の仕方から応急措置の方法まで、映像

やレサシアン (救急技術習得用に開発さ

れたダミーロボット)等 を用いて教える

施設

などが考えられる。

また、屋外施設の例としては

。子供達がハイキング中に遭難した場合を

想定し、寝る場所を造り、食糧、水を確

保し、火を起こして暖をとり、遭難信号

を出すなどのノウハウを実際にキャンプ

をしながら教える施設

〕
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・船が沈没した場合を想定し、着衣のまま

又は救命胴衣をつけて泳ぐ体験が出来る

施設

。大地震で都市が壊減し建物やライフライ

ンが破壊された状態を想定し、身の周り

のものから食糧、飲み水、燃料等を作 り

出し、寝る場所を確保する方法をキャン

プしながら教えることの出来る施設

・地震で倒壊したビルや地下鉄の構内に閉

じ込められた状況を設定し、そこから
一

種のフィールドアスレチックのような形

で脱出することを体験する施設。同時に

現代の都市構造についての知識も教える

ようにする。

・街区の縮尺モデルを造り、子供達が運転

するミニ消防自動車やミニ救急車を走ら

せて、管制センターと無線交信 しなが

ら、町の中で発生した火災 (映像等によ

図 1 火災予防体験ゲームの一例

る模凝的な火災)を 消火したり、逃げ遅

れた人を救助 したりすることを体験でき

る施設

など力S考えられる。

以上の施設は、ファイアパークを構成する施

設の例として具体的に考えてみたものの例であ

るが、報告書では、これ以外にも様々な施設の

見本的な提案がなされている。

屋内施設については、各地の防災展示
・広報

センターなどに造られている類似施設 もある

が、既に述べたテーマパークの手法やノウハウ

を生かして、リアルで楽しめるものにすること

が重要である。最近は、テ
ーマパークや博覧会

等で様々なイベントや施設を経験 した子供達も

多いので、このような子供たちを満足させるに

は、相当なレベルのものとする必要がある。

(4)フ ァイアパークの具体的イメ
ージ

実際のファイアパークは、(3)で述べたような
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度内馳、唯外型の各種の体験施設及び展示施設

とこれらの施設を運営していくために必要な管

理施設、シャワー生、更衣室、 ミーティングル

ーム、駐車場手を一定の敷地の中に配置したも

のとなる=

この場合、なるべく多くの施設を盛り込むこ

とをf望ましt がヽ、敦地、建設費、運営職員、地

域の特性等の制約もあるので、以下の2つのタ

イプが典型的なものになろう。

Aタ イプ (図2、 3参照)

郊外の数haの敷地に(3)で検討したような各

種の施設を出来るだけ多く取り込んで配置する

タイプのもので、各施設は、マンションの室内

のセット、ホテルのセット、大地震後の都市を

総面積  5～ 6 ha

し

自然のソーン
・山中サパイパル体験
(キヤンフサイト、アスじチック)
・水上サパイパル体験

(フール)

雪上サパイパル体験

等

駐車場等

[入り□]

〕

図2 Aタ イプのファイアパークのイメージ

図3 Aタ イプのファイアパークの全体イメージ

屋内施設

都市内サパイパル

脱出体験

火受予防体験

通報 通建体験

立てこもり体験

消火体験

指揮督制消防活動
体験

紋急体験

話義・視聴覚窒

事務窒
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模したセット、遭難時の出中のセットなど、出

来るだけリアルな状況設定を作り上げるととも

に、各施設毎に 「待機→ガイダンス→体験→イ

ンストラクシヨン→移動」という
一連の行程が

スムーズに可能になるよう、連続性と場面切り

替え等に十分に配意したものとする。

なお、休日等、利用者が特に多い場合もある

ので、これらの施設の他に、インストラクタ
ー

が要らない映像ホ
ール、ビデオコ

ーナー、パソ

コンコーナー、防災関係展示コ
ーナー (以上屋

内施設)、ピクニックランド、プ
ール、フィー

ルドアスレチック、使わなくなった消防自動車

や消防ヘリコプターなど (以上屋外施設)を 適

宜設置 しておくと、利用上のフレキシビリテイ

ーが増して運営しやすくなる。

Bタ イプ (図4参照)

消防学校や地域の防災センタ
ー、避難公園な

ど、他の防災施設の敷地 (数haの ものが多い

と考えられる。)の
一画に、駐車場、管理棟な

どの施設を共用して、(3)で検討 した各種施設の

一部を設置するものである。ファイアパ
ークに

係る敷地や規模が Aタ イプに比べて小さくな

るので、地域の実情に応じたテ
ーマを決めて重

点的な施設揃えをしていくなどの必要がある

が、敷地の取得や運営等については、より実現

性の高いものであろう。

また、消防学校と併設する場合には、ファイ

アパークのコースの
一部として消防職員向けの

高度な訓練施設を利用できるようにすることが

HT能であるし、地域の防災センタ
ーと併設する

場合には、教育的要素をより強くして、地域住

民に対する防災教育の拠点としての位置付けを

総面積 5～ 6陥

展示棟 (1000ぱ×2階 )

消防学校 消火      キャンプ

体験
ミニ消防車

サ イ ト

体   験
駐 車 場
他

助
験
紋
体

図4 Bタ イプのファイアパークのイメージ

強めることも可能である。

(5)フ ァイアパ
ークの利用形態と利用者につい

て

一般的に、テーマパークの利用形態には、大

きく分けて 2種 類ある。
一つは不特定多数の人

々が随時訪れて自由に各種のアトラクションを

利用する 「デイズニーランド」のようなタイプ

のものであり、もう一つは
一定数に制限された

利用者が一定のカリキュラムに基づき設定され

たコースを体験学習する 「スペ
ースキャンプ

(北九州市 スペースワールドの 1コ
ース)」の

ようなタイプ (以下 「カリキュラム型」とい

う。)の ものである。

ファイアパークの場合は、これまで検討して

きたような施設の特性を考えれば、カリキュラ

ム型の利用形態の方が適しているものと考えら

れる。

- 8 -
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じ

ファイアパークの利用者については施設の特

性やカリキュラム型の利用形態が適しているこ

とを考えると、最もあっているのは小 ・中学校

の遠足や少年消防クラブ、婦人防火クラブ等の

団体利用である。

小学校の高学年の遠足の行き先とする場合を

考えると

C F約 が必要となる

C 十日に朝 9時 30分位から午後 3時 30分位

まで、途中昼食をはさんでの利用となる

|キャンプ施設を利用 してサバイバル体験

手を行う場合は、当然 2日 間の日程とな

る。,=

C 交通機関は観光バスとなる。

C 子供達はこれまでの経験と興味により10

～20メ、程度の小グループに分けられ、グル

ープ毎にカリキュラムが設定される。

こ オリキュラムに従ってその日のコースカざ

修 J'したら、履修コースを認定したライセ

ンスカードが発行される。

とt・うのが利用の仕方の 1つの典型例である。

各地絞毎に 「ガイダンス→体験→インストラ

クラョン」を行うという丁寧な教え方をすると

iヽちの時間を要するので、特にAタ イプの場

f十・こは 1日で全コースを修了することはできな

・・と、各施設それぞれに難易が設定されるとす

ると、全コース修了までには、最低でも何回か

このファイアパークを訪れる必要がある。

韓人防火クラブや地域の防災団体等が利用す

る場合にも、カリキュラムゃ難易度を利用者に

あわせれば、基本的には小 ・中学校の遠足の場

合と同様に考えればよいと思われる。

一方、夏休み等学校が休みの時や土曜、日曜

は、少年消防クラブやボーイスカウト等の団体

利用の他に、家族連れが示U用したいというニー

ズも強いと考えられるので、利用形態も平日と

は異なった形を考える必要がある。

休日等の場合でも、予約してきた者について

は原則としてカリキュラム型の利用形態とすべ

きであると考えられるが、家族連れの場合は予

約制だと利用しにくいので、予約なしの利用者

の来場も認められるほうが望 ましい。

その場合には利用者が相当多くなることも予

想されるので、カリキュラム型の施設について

もインストラクターによる説明を省略するとか

体験内容を短時間のコースにするなど、ある程

度学習効果を犠牲にしてキャパシティーを増や

すようにしたほうがよいだろう。予約なしの利

用者については、来園後すぐにあいているカリ

キュラム型施設の当日予約をして、それ以外の

時間は映像施設、展示施設、ピクニックラン

ド、フィールドアスレチックなどのカリキュラ

ム型でない施設を利用するようにするなど、利

用者が多い場合の運営上の工夫が必要であろ

う。

(6)デ ィズニーランド型ファイアパークの可能

性

(4)で検討 した Aタ イプ、Bタ イプとも公的

に建設し運営していくことを念頭に置いている

ため、学習施設としての性格が比較的強い形態

であるが、同じ 「防災をテーマとしたテーマパ

ーク」でも、面積、規模ともはるかに大規模な

ものとし、より娯楽性の強いディズニーランド

のようなタイプのファイアパークを建設するこ

とも可能である。

この場合には、「防災」の持っているスリル

とサスペンス、アドベンチャーなどという要素

をアトラクションの重要な要素としたファイア

パークとなり (図 5か ら図 8参 照)、施設の作

り方によっては集容能力が極めて高い人気施設

）
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となりうるが、建設費、運営費とも相当の金額

となるため民間資本の活用を積極的に図るとと

もに地域振興の核とするなど商業的テ
ーマパー

クとして成り立つようにするための1真重な戦略

が必要である。

拙

総面積 約30陥

□□

〕

ヽ

図6 デイズニーランド型ファイアパ
ークの全体イメージ

ほ奎8    1

管理検等   |

[入り□]

図 5 デイズニ
ーランド型ファイアパ

ークのイメージ

1汽炉!

シミュレーシヨン 体験ツーシ

住宅火災シミユレーシヨン施設

ビル火喪シミユレーシヨン施設

地震サパイパルシミュレーシヨン施設

る一ピーシアター

消防ヘリレスキユーシミュレーシヨン陶設

嵐水書体験

など10減類程度の屋内施設
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暁

デイズニーランド型ファイアパークの施設イメージ例

せ

(その 1)

デイズニーランド型ファイアパークの施設イメージ例 (その 1)

|ギ|

ファイアパークの建設と運営につい

て

建設費と運営費

ファイアパークの建設費については、類似の

施設から考えると、Aタ イプについては敦地面

積 5 ha、建物面積5,400ポとした場合、土地代

別として、建物建築費20億円、施設費35億円、

屋外整備費 5億 円で計60億円程度と計算でき

る。また、運営要員として常勤職員 8人 、非常

-11-



勤職員29人とした場合、人件費、光熱水費、施

設保守費、消耗品その他で年額 5～ 6億 円程度

と見込まれる。

また、利用者数は、年間利用可能日数を300

日とし、平 日型200日、休 日型が100日とする

と、最大利用可能人員は、通常コースで年間30

万人、キャンプコースで 1万 8千 人程度とな

る。

同様に考えると、 Bタ イプについては、建

設費合計25億円程度、運営費年額 2億 5千 万円

～3億 円程度、最大利用可能人員は、通常コー

スで年間14万人、キャンプコースで6,000人程

度と計算できる。

(2)建 設、運営にあたつての留意事項

ファイアパークを建設、運営するにあたって

は、主として以下の点に留意する必要がある。

① 安全性

② 地域の特性

③ 地域の防災拠点としての位置づけ

④ コンセプトの明確化とイメージづくり

⑤ 展示演出方法の工夫

⑥ ソフトの互換性と全国類似施設間での相

互融通の工夫

② 地域の学校、各種団体、企業等との連携

・協力体制の確立

③ 個別の事業で開発されたノウハウの蓄積

と国民資産化

③ いわゆる「冠施設」の活用

⑩ 公園事業などとの整合性の確保と総合計

画の中での位置づけ

これらのうち、特に運営上大きな影響を有す

ると考えられるのは②であり、地域内外の小・

中学校の遠足の行き先としての評価が回まる等

により、年間の固定的利用者が確保できるた

め、学校関係者等との積極的な連携、協力体制

の確立を図る必要がある。

おわりに

本報告書では、「防災をテーマとしたテーマ

パーク」についてかなり具体的にイメージを描

きその可能性について検討している。このよう

に具体的に述べているのは、施設全体という

「総論」のイメージをつかむために 「各論から

考える」という手法で検討したためである。大

事なことは 「この種の手法によって防災に関す

るノウハウを身につける施設を公的に建設し、

運営していく」ということであり、各施設が本

報告書で提案したようなメニューからでき上が

っている必要は必ずしもない。

むしろ、各地方公共団体が地域の実情に応じ

て 「防災をテーマとしたテーマパーク」を主題

とする様々なアプローチゃ提案を行い、都市公

園事業など、他のプロジェクトと一体となった

多様なファイアパークが建設されることを期待

したい。

世の中はテーマパークばやりで、全国各地に

様々な趣向のテーマパークが計画されている

が、「ファイアパーク」はテーマパークの手法

を用いた教育施設として位置づけることができ

るため、公的に建設することが可能であるし、

運営についても地域や学校などとタイアップす

ることが容易であるので、計画倒れが″は、配され

ている他のテーマパークとは一線を画すること

ができる。

このような施設で、子供の頃から防災に関す

るノウハウを身につける意義は、長期的にみる

ときわめて大きいと考えられるので、その実現

に向けて今後積極的に努力をしていくことが必

要であると考える。
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